
2023 年広島県公立高校入試【数学】 

特徴的な問題 

 

６ （２） 

中村さんは，ある数学の本に掲載されていた下の【問題】に興味をもち，この【問題】

について考えることにしました。 

 

【問題】 

  右の図のように，1 つの平面上に大きさの異 

なる正方形ＡＢＣＤと正方形ＣＥＦＧがあり， 

点Ｆと点Ｇが正方形ＡＢＣＤの内部にあります。 

7 つの点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇから 2 点を 

選び，その 2 点を結んでできる線分の中で，線分 

ＤＥと長さが同じであるものを答えなさい。 

 

 

 

中略 

 

 中村さんは，【問題】中の図で辺ＣＤと辺ＥＦとの交点をＨとしたとき，線分ＣＨと長

さが同じである線分がないかを考えることにしました。そこで，△ＣＥＨに着目し，この

三角形と合同な三角形を見つけるために辺ＦＧを延長し，辺ＦＧの延長と辺ＢＣとの交点

をＩとした下のような図をかきました。中村さんは，自分がかいた図について，△ＣＥＨ

≡△ＣＧＩであることがいえるので，それを基にして，ＣＨ＝ＣＩであることが分かりま

した。 

 

              中村さんがかいた図 
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 さらに，中村さんは，自分がかいた図について，ＣＨ＝ＣＩ以外にも成り立つことがら

があるのではないかと考えました。 

 

（２） 下のア～オのことがらの中で，中村さんがかいた図について成り立つことがらを 

全て選び，その記号を書きなさい。 

 

   ア 四角形ＡＩＣＨはひし形である。 

   イ 四角形ＡＩＣＨの面積は，三角形ＣＤＩの面積の 2 倍である。 

   ウ 線分ＢＤと線分ＩＨは平行である。 

   エ △ＢＩＨ≡△ＤＨＧである。 

   オ 4 点Ｃ，Ｈ，Ｆ，Ｉは 1 つの円周上にある。 


